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第 12 章 
カラ ー ラ イブ ラリ 


12.1 使用 許諾 契約 


本 ソフ ト ウェ カラ ー ラ イブ ラリ 、 ヘッ ダフ ァイル 、 OS、 ツー ル 、 サン プル プロ グラ ム お 


よび ド キュ メン ト ) の 使 有 


H 


許諾 契約 は WonderWitch に 準じ ます 。 同意 され た 方 の み 本 


ソフ トウ ェ ア を ご 使用 くだ さい 。 


12.2 ファ イル 構成 


| WWitch/ | 


ライ ブラ リ 本 体 
ヘッ ダー ファ イル 


カラ ー ラ イブ ラリ マニ ュ ア ル 目 次 
カラ ー ラ イブ ラリ 概要 


SE カラ ー ラ イブ ラリ 仕様 
SR ツー ル 拡 張 仕様 

マニ ュ ア ル 正 誤 表 

カラ ー 版 bmpcnv、 32bit 版 
カラ ー 版 bmpcnv、16bit 版 


ー サ 


makefile.inc * 


プル 群 


マ 


ーbmpew ソ ツー ス 


…FreyaOS 


ー コ ント リピ ュー ショ ンプ ログ ラム 群 


2883. アイ ブラ リ イ ン スト ドトール 
画 製 品 同 版 の 場合 


WonderWitch の イン スト ー ル と 同時 に イン スト ー ル され ます の で 、 特別 な 作業 は 不 
要 で す 。 


画 サ ポー ト サイ ト か ら ダ ウン ロー ド し た 場合 


1. ダウ ン ロ ー ド し た 自己 解凍 プロ グラ ム を ダブ ルク リッ ク し 、 起動 し ます 。 

2. 追加 内 容 の 配置 場所 と し て WonderWitch 開 発 キッ ト を イン スト ー ル し た 場所 を 
指定 し ます 。 デフ ォ ル ト ば " C:\WWitch" と な っ て いま す 。 

3[ OK] ボ タン を 押し て 、 追加 内 容 を 展開 し ます 。 


注意 「 122 ファ イル 構成 」 中 、 末尾 に " * ま "が 付い て いる ファ イル は 上 書き され ます の で 、 必要 に 応じ て パッ クア 
ッ プ を 取っ て お いて くだ さい 。 


12.4 一 時 停止 ・ 再開 に 関す る 注意 


ー 時 停止 時 に 保存 する 情報 が ワン ダー スワ ン と ワン ダー スワ ンカ ラー で は 異な っ て い 
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る た め 、 ワ ンダ ー ス ワン で 一 時 停止 状態 に し た 専用 カー トリ ッ ジ を ワン ダー スワ ンカ ラー 
で 再開 する こと は で きま せん 。 同様 に 、 ワ ンダ ー ス ワン カラ ー で 一 時 停止 状態 に し た 専 
用 カー トリ ッ ジ を ワン ダー スワ ン で 再開 する こと も で きま せん 。 

異な る 機種 で 専用 カー トリ ッ ジ を 差し 替え て 使用 する 場合 に は 、 カー トリ ッ ジ 内 容 の 
破壊 を 避け る た め 、 差し 替え る 前 に か な ら ず 終了 状態 に し て 下さ い 。 


注意 : 万 一 、 一 時 停止 し た 機種 と 再開 し た 機種 が 異な っ て いる 場合 に は 、 保存 され て いる サス ペン ド 情報 は 破 
棄 さ れ ま す 。 


12.5 カラ ー モ ー ド 使用 時 の 注意 


グレ ー ス ケー ルモード 以外 で 、 一 時 停止 再開 お よび suspend/resume を 行っ た 
場合 、 キャ ラク タ 情報 、 パレ ッ ト 情報 は 保存 され ませ ん 。 アプ リケーション で resume 時 
に 再 描画 を 行っ て くだ さい 。 


12.6 カラ ー ラ イブ ラリ 概要 


WonderWitch カ ラー ライ ブラ ルリ libwwc) は 、 ワンダー スワ ンカ ラー で 新た に 提供 さ 
れ た 機能 を WonderWitch プ ログ ラム か ら 利用 する た め の ラ イブ ラリ で す 。 本 ライ ブラ 
リ を 使用 する こと で 、 ワン ダー スワ ンカ ラー の カラ ー 表示 機能 を 用 いた プロ グラ ム を 作 
成 で きま す 。 また 、 WonderWitch プ ログ ラム を 実行 中 の ハー ド ウェ ア が 、 ワン ダー スワ 
ン 、 ワ ンダ ー ス ワン カラ ー の いずれ な の か を 調べ る 機能 も 提供 し て お り 、 ハー ド ウェ ア に 
あわ せ て 表示 方 法 を 切替 える プロ グラ ム も 実現 可能 と な っ て いま す 。 


注意 ハイ パー ボイス 機能 は 本 ライ ブラ リ で は 提供 し ませ ん 。 


な 61) カラー も ー ド 


本 ライ ブラ リ の カラ ー 表示 機能 は 4 つの モー ド を 持っ て いま す 。 


・ グ レー スケ ー ル モー ド 

・4 色 カラ ー モ ー ド 

・ 16 色 カラ ー モ ー ド 

・16 色 カラ ー パ ッ ク ト モー ド 


弄 グ レー スケ ー ル モー ド 

キャ ラク タ あ た り 4 色 の グレ ー ス ケー ル 階 調 で 画像 を 表現 する モー ド で す 。 ワン ダー 
スワ ン と 互換 性 を も っ て お り 、 ソ フト ウェ ア 的 な 変更 は 必要 あり ませ ん 。 特に 指定 し な 
い 限 り 、 プロ グラ ム 開 始 時 は この モー ド に な っ て いま す 。 


一 4 色 カラ ー モ ー ド 

キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト の 各 カ ラー 番号 に 対し て RGB 各 4 ビット 、 4096 色 中 の 1 色 を 
設定 し 、 1 キャ ラク タ あ た り 4 色 で 表現 し た フォ ント を カラ ー 表示 する モー ド で す 。 カラ ー 
パレ ッ ト の 設定 の み で 、 既存 の モノ クロ 版 ソ フト ウェ ア を 箇 易 的 に カラ ー 化 する こと が で 
きま す 。 

キャ ラク タフ ォ ン ト 内 の 各 ピ クセ ル は 0 て 3 の カラ ー 番 号 で 表 さ れ 、 従来 と 同じ 形式 の 
フォ ント デー タ で 指定 し ます 。 各 キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト の カラ ー 番号 0 て 3 に 設定 され 
た 色 を 用 いま す 。 


注意 ワン ダー スワ ンカ ラー で 実行 する 場合 の み 、 利用 可能 で す 。 


一 16 色 カカ ラー モー ド 、16 色 カラ ー パ ッ ク ト モー ド 

1 キャ ラク タ あ た り 16 色 を 使っ て 画像 表現 を 行なう モー ド で す 。 キャ ラク タフ ォ ン ト は 4 
ピッ ト の カラ ー 番 号 を 1 ピク セル と する ピッ トマ ッ ズ BMP) デ ー タ で 、1 バ イト で 2 ピク セ 
ル 、 4 バイ ト で 1 ラ イズ 8 ピク セル ) を 表現 し 、 32 バ イト で 8 ライ ン ( 1 キャ ラク タ ) 分 の デー 
タ を 構成 し ます 。 

16 色 カラ ー モ ー ド と 16 色 カラ ー パ ッ ク ト モー ド は 、 各 ラ イン の 4 バイ ト デー タ に ピク セル 
デー タ を 割り 振る 方法 が 異な り ま す 。16 色 カラ ー モ ー ド で は 、 従来 の フォ ント デー タ と 同 
様 、 各 バイ ト の 同じ ピッ ト 位置 の デー タ 4 ビ ピッ ト を 使っ て 1 ビク セル 分 の カラ ー 番 号 を 指 
定 し ます 。 

これ に 対し て 、16 色 カラ ー ソ クト モー ド で は 、 2 ピク セル で 1 バイ ト の デー タ を 左 か ら 
順に 並べ ます 。1 バ イト の 中 で は 上 位 4 ビ ピッ ト が 左側 の ピク セル に 対応 し 、 下位 4 デット が 
右側 の ピク セル に 対応 し ます 。 例え ば 、 左 か ら 順に "0000 0001 0010 0011 0100 
0101 0110 0111" と いう カラ ー 番 号 の ピク セル が 並ん で いる ライ ン の 場合 、 16 色 カラ ー 
モー ド 、 16 色 カラ ー バ パッ クト モー ド で は それ ぞ れ 次 の よう な 4 バイ ト デー タ を 指定 し ます 。 


・16 色 カラ ー モ ー ド 


下位 バ 條 上 位 バ 條 メモ リ 上 の バイ ト 列 
01010101 00110011 00001111 00000000 Ox55 Ox33 OxOF Ox00 
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・ 16 色 カラ ー パ ッ ク ト モー ド 


下位 バ 條 上 位 バ 條 メモ リ 上 の バト 列 
00000001 00100011 01000101 01100111 Ox01 Ox23 0x45 Ox67 


16 色 カラ ー モ ー ド 、16 色 カラ ー パ ッ ク ト モー ド 時 に は 、 キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト 番号 0 
< 15 の すべ て で 、 カ ラー 番号 0 番 は 指定 され て いる RGB 値 に 関わ ら ず 透明 色 と な り ま 
す 。 し た が っ て 、 全 画 面 で 同時 に 表示 可能 な 色 数 は 、 241 伝 15 色 X 16 パ レッ トキ ボー 
ダー カラ ー ) と な り ま す 。 


注意 : ワン ダー スワ ンカ ラー で 実行 する 場合 の み 、 利用 可能 で す 。 
注意 : 16 色 カラ ー モ ー ド 16 色 カラ ー バ パッ クト モー ド で は テキ スト 画面 BIOS の 機能 は 利用 で きま せん 。 


12.6.2 キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト の 拡張 
カラ ー 化 に と も な い 、 キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト に 以下 の 拡張 が 施さ れ て いま す 。 


田 キ ャ ラク タカ ラー パレ ッ ト 1 セッ ト あたり 16 色 に 

16 色 カラ ー モ ー ド 、16 色 カラ ー ノ バツ クト モー ド に 対応 し て 、 キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト の 
色 数 が 4 色 か ら 16 色 に 増え て いま す 。4 色 カラ ー モ ー ド 時 に は 、 カ ラー 番号 0 て 3 の み が 
使用 され ます 。 


画 各 色 の 指定 は RGB 各 4 ビッ ト で 

カラ ー 表 示 を 行なう た め 、 キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト の 各色 番号 に 対応 する 色 は 、 RGB 
値 で 指定 し ます 。 RGB 各 成分 に つき 4 ピッ ド 16 細 調 ) ず つ 、 4096 色 の 表現 能力 が あり 
ます 。 

各 成 分 は 16 ビ ピッ ト の 整数 に 以下 の よう に ピッ トマ ッ プ し ます 。 


bit 15.…12 11.…08 07.…04 03.….00 


12.6.3 カラ ー 表 示 時 の ボー ダー カラ ー 


4 色 カ ラー モー ド 、16 色 カラ ー ノ 16 色 カラ ー パ ッ ク ト モー ド で は 、 ボー ダー カラ ー も カ 


ラー 表示 され ます 。 ボー ダー カラ ー の 指定 方 法 は 従来 と 同様 で 、 画面 制御 BIOS の 機 
能 DISPLAY_CONTROL( ライ ブラ リ 関数 display_control()) を 用 いま す 。 

従来 、 引数 の bit8~ 10 の 3 ビッ ト を 用 いて LCD カ ラー 番号 を 指定 し て いま し た 。 グレ 
ー ス ケー ルモード の 場合 この 指定 方 法 に 変更 は あり ませ ん 。 

4 色 カ ラー モー ド で は 最上 位 4 ビ ッ ト bit12~ 15) で キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト 番号 を 、 
bit8 こ 9 の 2 ビッ ト で 0 て 3 の カラ ー 番 号 を 指定 し ます 。 

また 、16 色 カラ ー ノ 16 色 カラ ー パ バッ クト モー ド で は 、 最上 位 4 ビ デッド bit12 て 15) で キ 
ャ ラク タカ ラー パレ ッ ト 番号 を 、 続く 4 ビッ ド bit8~ 11) で カラ ー 番 号 を それ ぞ れ 指定 し 
ます 。 


bit 15.…12 11.….08 07-06 05-04 03 02 
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田 Palette 
ボー ダー カラ ー に 用 いる キャ ラク タカ ラー パレット 番号 を 指定 し ます 。 


田 Color 

ボー ダー カラ ー に 用 いる キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト 番号 を 指定 し ます 。4 色 カラ ー モ ー 
ド の 場合 に は 、 bit10 と bit11 に 設定 し た 値 は 無視 され て 、 カ ラー 番号 は 0 て 3 の いずれ 
か と な り ま す 。 


注意 : 他 の ビッ ト に つい て は 、 画面 制御 BIOS 機 能 DISPLAY_CONT ROL の 説明 を 参照 し て 下さ い 。 


付録 F カラ ー ラ イブ ラリ 仕様 


付録 F 


カラ ー ラ イブ ラリ 仕様 


F.1 カラ ー グ ラフ ィ ッ ク 操 作 機 能 
F.1.1 カラ ー モ ー ド 操作 


田 カ ラー モー ド 設定 
unsigned wwc_set_color_mode(unsigned mode): 


・ 引 数 
mode: カラ ー モ ー ド シン ボル 
COLOR_MODE_GRAYSCALE グレ ー ス ケー ルモード 
COLOR_MODE_4COLOR 4 色 カ ラー モー ド 
COLOR_MODE_16COLOR 16 色 カラ ー モ ー ド 
COLOR_MODE_16PACKED 16 色 カラ ー パ ッ ク ト モー ド 
・ 戻 り 値 
新しい カラ ー モ ー ド 
・ 機 能 詳 細 


カラ ー モ ー ド を 設定 し ます 。 新 し い カ ラー モー ド は sys/libwwch に 定義 され た シン ボル で 指定 
し ます 。 カラ ー モ ー ド 変更 に 失敗 し た 場合 は 、 呼び 出し 前 の 状態 を 維持 し ます 。 


田 カ ラー モー ド 取得 
unsigned wwc_get_color_mode(void): 


・ 引 数 
( な し ) 


・ 戻り 値 
現在 の カラ ー モ ー ド 


・ 機 能 詳 細 
現在 設定 され て いる カラ ー モ ー ド を 取得 し ます 。 現在 の カラ ー モ ー ド を sys/libwwch に 定義 さ 
れ た シン ボル で 返し ます 。 


カラ ー グ ラフ ィ ッ ク 操 作 機 能 


F.1.2 パレ ッ ト 操作 


田 カ ラー パレ ッ ト 設定 

void wwc_palette_set_color(unsigned palette_no, unsigned index, unsigned rgb): 
・ 引 数 

palette_ no キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト 番号 0 て 15) 


index カラ ー 番 号 0 て 15、 4 色 カ ラー モー ド 時 は 0 て 3 の み 使 用 ) 

rgb RGB 成 父 RGB 各 4 ビッ ト ずつ 、 最上 位 4 ビ デット は 未 使用 、 上 位 か ら R、 G、 B の 順 ) 
・ 戻 り 値 

( な し ) 
・ 機 能 詳 細 


キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト に 色 を 設定 し ます 。palette_no で 指定 する キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト の 、 
index で 指定 する 色 番 号 を 、 rgb で 指定 する 色 に 設定 し ます 。 


弄 カラ ー パ レッ ト 取得 
unsigned wwc_palette_get_color(unsigned palette_no, unsigned index): 


・ 引 数 

palette_no キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト 番 編 0 て 15) 

index カラ ー 番 統 0 て 15、 4 色 カ ラー モー ド 時 は 0 て 3 の み 使 用 ) 
・ 戻 り 値 


RGB 成 父 RGB 各 4 ビッ ト ずつ 、 最上 位 4 ビ ピット は 未 使用 、 上位 か ら R、 G、B の 順 ) 


・ 機 能 詳 細 
キャ ラク タカ ラー パレ ッ ト に 設定 され て いる 色 を 取得 し ます 。palette_no で 指定 する キャ ラク タカ 
ラー パレ ッ ト の 、 index で 指定 する 色 番 号 に 設定 され て いる 色 の RGB 値 を 取得 し ます 。 


F.1.3 フォ ント 操作 


田 フ ォ ン ト デー タ 設定 
void wwc_font_set_colordata(unsigned char_no, unsigned char_count, void far *data_p): 


・ 引 数 
char_no 設定 開始 キャ ラク タ 番 号 
char_count 設定 キャ ラク タ 個数 
data_p キャ ラク タデ ー タ アド レス 


・ 戻 り 値 
( な し ) 


・ 機能 詳細 
16 色 カラ ー/ 16 色 カラ ー パ ッ ク ト モー ド 用 の キャ ラク タフ ォ ン ト デー タ を 設定 し ます 。1 キ ャ ラク タ に 
つき 32 バ イト の デー タ を 連続 し て 配置 し た 先頭 アド レス を data_p に 渡し ます 。 設定 を 開始 する キ 


付録 F カラ ー ラ イブ ラリ 仕様 


ャ ラク タ の 番号 を char_no に 、 設定 する キャ ラク タ 数 を char_count に 、 そ れ ぞ れ 指 定 し ます 。1 キ 
ャ ラク タ 内 で の ピク セル デー タ の 並び は 、 カ ラー モー ド に 合わ せ て お く 必 要 が あり ます 。 


弄 フ ォ ン ト デー タ 取得 
void wwc_font_get_colordata(unsigned char_no, unsigned char_count, void far *buf_p): 


・ 引 数 
char_no 取得 開始 キャ ラク タ 番 号 
char_count 取得 キャ ラク タ 個数 
buf_p キャ ラク タデ ー タ アド レス 


・ 戻り 値 
( な し ) 


・ 機 能 詳 細 

16 色 カラ ー 16 色 カ ラー パッ クト モー ド 用 の キャ ラク タフ ォ ン ト デー タ を 取得 し ます 。1 キ ャ ラク タ 
に つき 32 バ イト の 領域 を 連続 し て 確保 し た 先頭 アド レス を buf_p に 渡し ます 。 取得 を 開始 する キ 
ャ ラク タ の 番号 を char_no に 、 取得 する キャ ラク タ 数 を char_count に 、 そ れ ぞ れ 指 定 し ます 。 


田 フ ォ ント 領域 クリ ア 
void wwc_clear_font(void): 


・ 引 数 
( な し ) 


・ 戻 り 値 
( な し ) 


・ 機 能 詳 細 

現在 指定 され て いる カラ ー モ ー ド に あわ せ て 、 フォ ント 領域 を 0 クリ ア し ます 。 
F.2 ハー ドウ ェ ア バ ー ジ ョ ン 対応 機構 
F.2.1 アー キテ クチ ャ 取得 


田 ハ ー ド ウェ アア ー キ テク チャ 取得 
unsigned wwc_get_hardarch(void): 


・ 引 数 
( な し ) 


・ 戻り 値 


HARDARCH_WS ワン ダー スワ ン 
HARDARCH_WSC ワン ダー スワ ンカ ラー 
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ハー ド ウェ アバ ー ジ ョ ン 対応 機構 


・ 機能 詳細 
プロ グラ ム を 実行 し て いる ハー ド ウェ ア の 種類 を 取得 し ます 。 現在 実行 中 の ハー ド ウェ ア の 種 
類 を libwwch に 定義 され る シン ボル で 返し ます 。 


F.2.2 所 有 者 情報 取得 


画 所 有 者 情報 取得 


int wwc_sys_get_ownerinfo(int count, char far *buffer): 


・ 引 数 
count 取得 する 情報 を 格納 する バッ ファ の サイ ズ 
buffer 取得 する 情報 を 格納 する バッ ファ へ の ポイ ンタ 
・ 戻 り 値 
0 正常 に 取得 完 


ERR_SIO_TIMEOUT シリ アル ROM リ ー ド エラ ー 


・ 機 能 詳 細 

ワン ダー スワ ン 本 体 に 記録 され て いる 所 有 者 情報 を 取得 し ます 。 この 関数 は sys_get_ownerinfo0) 
が ワン ダー スワ ンカ ラー で は 正しく 動作 し な いた め に 追加 され た も の で 、 機能 は sys_get_ownerinfo() 
と 同等 で す 。 取得 で きる 情報 の 構造 な ど に つい て は J B.7.10 SYS_GET_OWNERINFO」 の 説 
明 を 参照 し て くだ さい 。 な お 、 BIOS 機 能 SYS_GET_OWNERINFO は 、 グ レー スケ ー ル モー ド で 
動作 し て いる 場合 の み 、 ワ ンダ ー ス ワン カラ ー で も 正常 に 機能 し ます 。 
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付録 G ツー ル 拡 張 


付録 G 


ツー ル 拡 張 


G.1 カラ ー 対 応 Meg 


“ fbin" デ レク トリ に 含ま れる freya110.bin 以 降 の OS バイ ナリ ファ イル に は 、 カ ラー 対応 Meg が 
カッ プリ ング され て いま す 。 使用 する た め に は 第 4 章 の 手順 に 従っ て カー トリ ッ ジ の OS を バー ジョ ン 
アッ プ し ます 。 

オー プ ニ ン グ お よび ラン チャ ブフ ァイル ノ 通 信 画面 は 、 それぞれ 簡易 カラ ー 化 され て いま す 。 ラ 
ンチ ャ プ フ ァ イ ル ノ 通 信 の 各 画 面 の 色 は ユー ザ の 指定 色 に 変更 する こと が 可能 で す 。 色 の 指定 
は initrc に 次 の よう に 記述 する こと で 8 色 す べ て を 指定 し ます 。 R/G/B は 各 16 進 1 桁 で 指定 し ま 
す 。 


SMEG_COLOR=R0GOBO.R1G1B1,.R2G2B2R3G3B3.R4G4B4 R5G5B5R6G6B6.R7G7B7 

デフ ォ ル ト で は 、 

SMEG_COLOR=FFF,88F,4F4.4F4F90,FEO,FF7,000 

と 同じ 割り 当て に な り ま す 。 

ーー や Ke】 

G.2 カラ ー 対 応 ビ ッ ト マッ プ 変 換 ツ ー ル ( bmpcnv ) 
画 概要 

bmpcnv Ver 1.10 よ り 、 パ レッ トカ ラー 指 扇 pm オプ ショ ン ) を 追加 し まし た 。 また 、Ver 20 よ 
り 、16 色 BMP を libwwc 用 の カラ ー イ メー ジリ ソー ス に 変換 する 機能 -m オ プシ ョ ン ) を 追加 し 
まし た 。 て オプ ショ ン と 併用 し て C ソ ー ス コー ド 形式 の 出力 を する こと も 可能 で す 。 


Ver 1.10 以 降 の 追加 仕様 は 次 の と お り で す 。 これ 以外 の 機能 に つい て ば C.2 ピッ トマ ッ プ 
変換 ツー ル bmpcnv)」 を 参照 し て くだ さい 。 


画 変換 可能 な BMP ファ イル の 形式 


・16 色 BMR -m オ プシ ョ ン 指定 時 の み } Ver 2.0 以 降 ] 


画 起 動 時 オプ ショ ン 


-P<pal> パレ ッ ト カラ ー 指定 [Ver 1.10 以降 ] 
-m<mode> カラ ー リ ソー ス を 作成 mode の デフ ォ ル ト は 0) [Ver 2.0 以降 ] 
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リソー ス フ ァ イル 形式 


bitOO 0 ニニ プレ ー ン 形式 、1= パッ ク ド 形式 
bit1: 0= 16 色 、1= 15 色 十 透明 気 パレ ッ ト 施 ) 


弄 パ レッ ト カラ ー 指 之 Ver 1.10 以 降 ] 
や オプ ショ ン で " -p7530" の よう に 、 palette_set_color0 で 与え る 色情 報 を 直接 指定 し ます 。 各 


桁 は ⑯ 白 )~ 黒 ) の 階 調 で す 。 数 値 は 左 か ら 、11 10 01 00 の 各 ピ クセ ル に 相当 し ます 。 
-m オ プシ ョ ン と は 併用 で きま せん 。 


G.3 リソー ス フ ァ イル 形式 
G.3.1 概要 


Freya リ ソー ス フ ァ イル は 、 ピット マップ や 演奏 デー タ の よう な バイ ナリ デー タ を 管理 する ファ イル 
形式 で す 。 標準 の 拡張 子 ば ' fr”" で 、 bmpcnv お よび sndcnv で 作成 し ます 。 リソー ス フ ァ イル 形式 
は 、 resourceh で 定義 6 て いま す 。 すべ て の リソー ス フ ァ イル は 、 8 バイ ト の リソー ス 共 通 ヘ ッ ダ で 始 
まり ます 。 


弄 リ ソー ス 共 通 ヘ ッ 代 res_t 型 ) 


オフ セッ ト 変数 内 容 

+0 WORD magic "FR" の 2 文字 で 、 リ ソー ス フ ァ イル の 先頭 を 識別 

+2 WORD type 英字 2 文字 で 、 リ ソー ス の タイ プ を 識別 

+4 WORD size ヘッ ダ も 含ん だ リソー ス 全体 の サイ ズ 16 バ イト 単位 ) 

+6 short id 同 タイ プ の リソー ス を 識別 する リソー ス ID 番 太 オプ ショ ン ) 


mkfent を 用 いて 、 実行 ファ イル に 複数 の リソー ス フ ァ イル を 連結 する こと が で きま す 。 この 場合 
に 、 プ ログ ラム か ら 参照 し た い リ ソー ス の 位置 を 、 ty pe、 id を 使っ て 識別 し ます 。 共通 ヘッ ダ の 後 
に 各 タ イプ 固有 の ヘッ ダ が 続き 、 そ の 後に デー タ 本 体 を 格納 し ます 。 

各 リ ソー ス の サイ ズ に は 、 基本 的 に 制限 は あり ませ ん 。 64KB を 超え て も 構い ませ ん が 、 扱う プ 
ログ ラム 側が 対応 し て いな い 場合 が あり ます 。 

複数 の リソー ス を mkfent で 連結 し た 場合 、 各 リ ソー ス の 開始 位置 は 、 必ず パラ グラ フ 境界 16 
バイ ト 単位) に な り ま す 。 


G.8.2、 イメージ リソー ス 


イメ ー ジ リソー ス は bmpcnv で 作成 し ます 。 モノ クロ /256 色 の Windows ピ ビッ トマ ッ ズ BMP) は モ 
ノ ク ロ ググ レー スケ ー ル イメ ー ジ に 、16 色 ビッ トマ ッ プ は カラ ー イ メー ジ に 変換 し ます 。 


画 モ ノ ク ロ ング レー スケ ー ル イメ ー ジ 


オフ セッ ト 内 容 
+0 イメ ー ジ リソー ス ヘ ッ ダ 
+10 ビッ ト マッ プ 本 体 
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付録 G ツー ル 拡 張 


画 16 色 カラ ー イ メー ジ 


オフ セッ ト 内 容 


+0 イメ ー ジ リソー ス ヘ ッ ダ 
+10 パレ ッ ト テー ブル 
+30 ビッ ト マッ プ 本 体 


較 イ メー ジリ ソー ス ヘ ッ 包 res_image_t 型 ) 


オフ セッ ト 変数 内 容 

+0 res_theader 共通 ヘッ ダ 

+8 BYTE width イメ ー ジ の 横幅 ボッ ト 単位 ) 

+9 BYTE height イメ ー ジ の 高 ざ ボッ ト 単位 ) 

+A BYTE format イメ ー ジ の フォ ー マ ッ ト 

+B BYTE reserve 

+C BYTE clrtable 4] グレ ー の 階 調 テ ー ブ ル 00. 白 ー255: 黒 ) 


田 イ メー ジフ ォ ー マ ッ ト ( format) の 値 


値 フォ ー マ ッ ト 

0 モノ クロ 

1 4 色 グ レー スケ ー ル 

2 3 色 グ レー スケ ー ル + 透明 色 

3 未定 義 

4 16 色 カラ プレ ー ン 形式 ) 

5 16 色 カラ パッ ク ド 形式 ) 

6 15 色 カラ ー+ 透明 人 プレ ー ン 形式 ) 
7 15 色 カラ ー+ 透明 人 匂 パッ ク ド 形式 ) 


画 パ レッ ト テー ブル 


オフ セッ ト 変数 内 容 
+0 WORD pal_tsble[16| 1 ワー に RGB 各 4 ビッ ト で 16 色 分 


G.3.3 サウ ンド リソー ス 


サウ ンド リソー ス は sndcnv で 作成 し ます 。 リソー ス の 租 


類 に つい て は 、 sndcnv の 資料 を 参照 


くだ さい 。 サウ ンド リソー ス の 内 部 形式 に つい て は 、 サウ ンド ドラ イ バ の 著作 権 の 関係 で 、 非 公開 


と させ て いた だ きま す 。 
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リソー ス フ ァ イル 形式 


G.3.4 リソー ス の アク セス 方 法 


ここ で は 、 mkfent で 実行 プロ グラ ム に 連結 され た 複数 の リソー ス の 中 で 、 特定 の リソー ス の ポ 


イン タ を 取得 する 関数 の 一 例 を 示し ます 。 


# ュ nc1ude <syS/prooess .h> 
# エ nmnC1ude < エ GSOu エ Ce . h> 


GS_ 七 下 a エ FmdQ_ エエ GSOu エ Ce (WORD 上 ype, n モ ndex) 
{ 
て GS_ 七 下 a 了 エエ メメ と 了 GS 三 __ や Cー>_ と GS 〇 いと で G: 
wh ュ 1e (res->mad ユ 1C == RESTD) { 
ュ fF (reS-> モ 上 De = ニニ 上 yDe && (ndex- 一 ) == 0) 
エエ Gu エ m GS: 
(BYTE Fa *) エ eS + 三 (res->S ユ zG << 4): 
} 
と G 七 urn NOUTLT : 


注意 : 上 記 コ ー ド が 正しく 動作 する た め に は 、 使用 する コン パイ ラ の 構造 体 メン バ 配 置 が バイ 人 ト ア ライ メン ト で ある 


必要 が あり ます 。 LSI C、 Turbo C で は 、 デフ ォ ル ト の 状態 で 問題 あり ませ ん 。 


付録 H 正誤 表 


付録 H 


量 


誤 


ロン ヾ 


表 


H.1 初版 


一 ix: 目次 で の 第 8 章 の 位置 、 タ イト ル が 間違い 
第 8 章 の タイ トル ば リン ク 集 」 で 、 第 1 部 の 最後 。 


第 2 部 の 始ま り は 第 9 章 か ら 。 


画 P5: ディ レク トリ 構成 図 の 項目 抜け 


WWitch\bin16 16 ビ ッ ト 版 ツ ー ル 、 コマ ンド ) 
WWitch.ziW WWitch.exe と 同じ 内 容 の zip ア ー カ イブ ) 


画 P7: ペー ジ 最 後に 以下 の 文 を 追加 


「 アン イン スト ー ル を する 場合 は 、 イ ンス ト ー ル し た WWitch フ ォ ル ダ を 削除 し て くだ さい 。」 


画 P8: 図 中 の 文字 列 が 間違い 


誤 :「 強制 表示 」 
正 :「 強調 表示 」 


誤 :「 プロ セス イン ジ ゲ ー タ 」 
正 :「 プロ セス イン ジ ケ ー タ 」 


画 P16: 図 中 の 文字 列 が 間違い 


誤 :「 カセ ッ ト 」 
正 :「 カー トリ ッ ジ 」 


画 P47: 第 2 部 の 開始 位置 が 間違い 
・ 第 9 章 か ら 第 2 部 の 開始 
画 P48. 第 8 章 リ ンク 集 が 第 2 部 に な っ て いる 


・ 第 8 章 は 第 1 部 の 最後 
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初版 、 第 2 版 


画 付 録 B: 以下 の 項目 の 記載 漏 む 詳し く は サポ ー ト Web サ イト の 技術 情報 を 参照 し て くだ さい ) 


・ B.1: 画面 制御 BIOS 
FONT_GET_DATA 


・B.2 テキ スト 画面 BIOS 
TEXT_GET_FONTDATA 
TEXT_FILL_CHAR 


・B.3: キーBIOS 
KEY_GET_REPEAT 


・B.5: シリ アル 通信 BIOS 
COMM_SET_CANCEL_KEY 
COMM_GET_CANCEL_KEY 


・B.7: シス テム 制御 BIOS 
SYS_SLEEP 


・BIOS の C 言 語 呼び 出し 形式 説明 
・ デ ィ ス プレ イモ ー ド と スタ ー ト アッ プル ー チ ン の 関係 が 記述 漏れ 


H.2 初版 、 第 2 版 


以下 の ペー ジ 数 は 、 そ れ ぞ ね 初版 で の ペー ジ 数 : 第 2 阪 で の ペー ジ 数 "を 指し ます 。 


画 P6: PG: 電池 残 量 に 関す る 注意 の 追加 


・1.5 の 後に 以下 の 項目 を 追加 


1.6 電池 の 残 量 に 関す る ご 注意 


次 章 以降 で 説明 すず せい と ん 」J ファ イル 転送 」! 全 ク リア 」J OS アッ プ グ レー ド 」 時 に お い 
て 、 電池 の 残 量 が 少な い 場合 、 ファ イル の 書き 込み の 失敗 や カー トリ ッ ジ 内 容 の 破壊 が 起き る こ 
と が あり まず フラ ッシュ メモ リ の 消去 書き 込み や 通信 時 に は 、 通常 より 多く の 電力 を 消費 する 
た め 、 電池 残 量 が 少な か っ た り 電源 が 切れ て し まっ た 場合 に は 、 カ ー ト リッ ジ 状 態 に 不 整 合 や 破 
壊 が 起き る こと が ある )。 操作 中 に 電池 マー ク が つい た 場合 や 、 急 に 画面 が 消え た 場合 な ど は 、 
速やか に 新しい 電池 に 交換 し て くだ さい 。 

万 一 カー トリ ッ ジ 内 容 が 破壊 され て し まっ た 場合 は 、 新しい 電池 に 交換 し た あと 、 取扱 説明 書 
の 43 新しい OS へ の アッ プ グ レー ド 」 の 手順 に し た が っ て WWitch\fbin に ある パ ツ ク アッ プ OS 
また は サポ ー ト サイ ト 上 の 最新 OS で カー トリ ッ ジ の OS を アッ プ グ レー ド し て くだ さい 。 


IW 


画 P28: P28. 電源 ON 時 の シェ ルリ ジュ ー ム 起動 抑制 オプ ショ ン の 追加 


・3.3 の 前 に 次 の 項目 の 追加 
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3.2.7 電源 ON 時 の シェ ルリ ジュ ー ム 反 制 機能 


アプ リケーション 実行 中 に 電源 を 切っ て WonderWitch を 終了 し た 場合 、 次 回 電源 投入 時 に シ 
ェ エル が リ ジ ュ ー ム し ます 。 これ は ユー ザ プ ロ グラ ム を 実行 する 際 、 シェ ル が 自身 を サス ペン ド し て か 
ら ユ ー ザ プロ グラ ム を 起動 する た めで す が 、 SMEG_AUTORUN に よっ て 自動 実行 プロ グラ ム を 
指定 する 際 な ど に は 、 電源 再 投入 時 に リ ジ ュ ー ム で は な く 初期 状態 か ら 起動 し た い 場合 が あり ま 
す 。 この よう な 場合 の た め に 、 FreyaOS の 起動 時 に シェ ル の リ ジ ュ ー ム を 抑制 する 機能 が シェ ル 
リ ジ ュ ー ム 抑制 機能 」 で す 。 

本 機能 を 利用 する に は 、 初期 設定 ファ イル /romO/init.rc に 次 の 環境 定数 を 設定 し ます 。 


・SDISABLE_SHELL_RESUME=true 


例え ば 、 電源 ON で カレ ンダ ー プ ログ ラメ /rom0/calendar ) を 実行 し 、 カ レン ダー プロ グラ ム を 
実行 中 に 電源 OFF し た 場合 で も 、 電源 再 投入 時 に 再び カレ ンダ ー プ ログ ラム を 起動 する た め に 
は 、 以下 の 内 容 を 記述 し た ファ イル を /romO/init.rc に 配置 し ます 。 


SMEG_AUTORUN=/rom0/calendar 
SDISABLE_SHELL_RESUME=true 


注意 : 本 機能 が 利用 で きる の は 、 FreyaOS 1.03 以 降 の バー ジョ ン で す 。 


還 P80: P80. fopen() が 書き 込み 時 に ファ イル を creat0 す る 件 の 追加 


・ fopen() の 説明 に 以下 の 文章 を 追加 


書き 込み 用 に オー プン する ファ イル が 存在 し ない 場合 、 内 部 で 自動 的 に デフ ォ ル ト の ブロ ッ ク 
数 で ファ イル を creat0 し ます 。 この 機能 に つい て は 、 creat0 の 説明 も 参照 し て くだ さい 。 


弄 PS8: P88. open() が 書き 込み 時 に ファ イル を creat0 す る 件 の 追加 


・open() の 説明 に 以下 の 文章 を 追加 


書き 込み 用 O_WRONLY、 O_RDWR) に オー プン する ファ イル が 存在 し な い 場 合 、 内 部 で 自 
動 的 に デフ ォ ル ト の ブロ ッ ク 数 で ファ イル を creat0 し ます 。 この 機能 こつ いて は 、 creat0 の 説明 も 
参照 し て くだ さい 。 


田 P88: P88: 2048 バ イト 以上 を ファ イル に 書き 込む 方 法 の 追加 
・creat() の 説明 に 以下 の 文章 を 追加 


Frey aOS で は 、 フ ァイル は 作成 時 に 最大 サイ ズ を 決定 し 、 フ ァイル シス テム 上 で 占め る 領域 の 大 
き さ を 確定 し ます 。 領域 の 大 き さ は ブロ ッ ク 数 で 指定 し 、 1 ブロ ッ ク の 大 き さ は 128 バ イト で す 。 明 
示 的 に サイ ズ を 指定 せ ず に 、 open0 や fopen0 で ファ イル を 作成 する 場合 に は 、 デ フォ ルト の ブロ ッ 
ク 数 sys/fcntl.h で 定義 され て いる DEFAULT_FCOUNT。 現状 で は 16 ブ ロッ ク ) と な り ま す 。 

この た め 、 普通 に open() や fopen() で ファ イル を 作成 する と 、 128x 16=- 2048 バ イト の 領域 が 確 
保 さ れ 、 そ れ 以 上 書き 込む こと は で きま せん 。 

creat() を 用 いる と 、 フ ァイル 生成 字 に ファ イル の ブロ ッ ク 数 を 指定 で きま す 。 2048 バ イト より 大 き 
な ファ イル を 作り た い 場合 に は 、 open0/fopen0 を 行う 前 に 、 creat0 を 用 いて 必要 な ブロ ッ ク 数 を 
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明示 的 に 確保 し て くだ さい 。 
画 P90: P90 memcpy( 説 明 の 間違い 


誤 :「 転送 元 と 転送 先 の 領域 は 重なっ て も 構い ませ ん 。」 
正 :「 転送 元 と 転送 先 の 領域 は 重ね っ て いて は いけ ませ ん 。」 


田 P93: P93: RunnablelL の 説明 追加 
・A.5.4 の 前 に 以下 の 文章 を 追加 


RunnablelL に は メソ ッ ド の 追加 は 出来 ませ ん 。 init.rc に 記述 する こと で 、 FreyaOS 起 動 時 に 
RunnablelL を 実行 する こと が で きま す 。 


一 P94: P94: ILinfo メ ン バ へ の アク セス の 追加 
・ A.6 の 前 に 次 の 項目 を 追加 
A.5.6 IL 


IL 構造 体 は sy s/indirect.h で 定義 され る 、 すべ て の イン ダイ レク トラ イブ ラリ の 最初 の メン バ で 
す 。 


モ ypedefF Ss ヒ と エ uc セ モ { 

YoO1d Fa エ *11ink DOS: 

ュ n モ n_methods: 

エエ ュ nEO Fa エ * ま (Fa エ メ Ge 上 inFo) (Yo1d) 
}) Tr: 


・_get_info 


ILinfo 構 造 体 を 取得 し ます 。 


・ILinfo 
メン バ へ の アク セス に は 次 の マク ロ を 使用 し ます 。 


char far *ilinfo_get_className(ILinfo far *info) 
char far *ilinfo_get_name(ILinfo far *info) 

char far *ilinfo_get_version(ILinfo far *info) 
char far *ilinfo_get_description(ILinfo far *info) 


画 P97: P97: プリ セッ ト 音源 デー タ の 説明 が 不足 
ー「 複数 の シー ケン ス を 格納 で きま す 。」 の 後に 以下 の 文章 を 追加 
田 プ リセ ッ ト 音源 


SoundlL で は ピア ノ 、 オル ガン 、 ベー ス 、 スト リン グ ス 、 シ ン セ サイ ザー な どの よく 使う 音色 が あら 
か じ めい くつ か 定義 され て いま す 。 各 音 色 に 対応 する 音色 番号 や 、 具体 的 な 定義 内 容 は 
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WWitch/il/sound/inst.prg を 参照 し て 下さ い 。 
田 P110: P109: SPRITE_SET_DATA の 機能 説明 に 間違い 
・「 DS:DX の スプ ライ ト デー タ は 、 SPRITE_SET_CHAR_LOCATION で 与え る CX、 DX の 内 


容 を 4 バイ ト の 連続 デー タ と し て 一 括 設 定 す る キャ ラク タ 分 並べ た も の で す 。」 の 後に 以下 の 
文章 を 追加 。 


4 バイ ト 内 の 並び 順 は 以下 の 通り と な っ て いま す 。 X/Y 座標 の 並び 順 が 逆転 し て いる の で 注意 
が 必要 で す 。 


オフ セッ ト 内 容 

+O キャ ラク タ 番 号 下位 CL) 

+1 キャ ラク タ 番 号 上 位 、 表示 属 人 CH) 
+2 Y 座 標 DH) 

1 X 座 標 DL) 


弄 P113: P112 シン ボル の 間違い 


誤 :「 CHAR_SET_COLOR」 
正 :「 PALETTE_SET_COLOR」 


弄 P114: P113: LCD_SET_ SEGMENTS の ビッ ト 位置 違い 


・LCD_SET_SEGMENTS の 説明 で 」 VtIVerticall bit2)」 ゴ HrIHorizontall( bit1)」 の ビッ ト 
の 位置 が 逆 に な っ て いる 


画 P115: P114: LCD 描 画 ライ ン 関 連 機能 の 追加 


・B1.33 の 後に 以下 の 項目 を 追加 


B.1.34 描画 中 LCD ラ イン の 取得 : lcd_set_interrupt_line() 


・void lcd_set_interrupt_line(unsigned char line) 


指定 し た ライ ン を 描画 する タイ ミン グ で 割り 込み を 発生 させ ます 。 割り 込み ハン ドラ は 、 SYS_ 


INTERRUPT_SET_HOOK を 用 いて 登録 し ます 。 


B.1.35 特定 ライ ン 描 画 の タイ ミン グ 検 知 


・ unsigned char lcd_get_display_line(void) 
現在 描画 中 の ライ ン を 取得 し ます 。 


田 P116: P116 ディ スプ レイ モー ド ご と の 定義 可能 キャ ラク タ 数 の 追加 
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・B.2.4 の 前 に 次 の 文章 を 追加 


スタ ー ト アッ プル ー チ ン を 交換 する こと で プロ グラ ム の ディ スプ レイ モー ド を 変更 で きま す が 、 こ 
の と き 本 体内 蔵 RAM の 利用 状況 が 変化 し ます 。 この た め デ ィ スプ レイ モー ド に 応じ て プロ グラ ム 
中 で 利用 可能 な 最大 キャ ラク タ 数 が 異な り ま す 。 具体 的 に は 、A SCII1、 ASCII2 の 各 デ ィ スプ レイ 
モー ド の 利用 時 に は 、 最大 128 キ ャ ラク タダ キャラクタ 番号 0~ 127)、 日 本 語 1、 日 本 語 2 の 利用 時 
に は 最大 512 キ ャ ラク ダ キャ ラク タ 番号 0 て 511) と な り ま す 。 


弄 P117: P118 TEXT_PUT_NUMERIC、 NUM_STORE 時 の バッ ファ は 、 DS :SI で は な く DS:BX 


・ 引 数 の 説明 中 、 DS:SI の 部 分 を 削除 
・ 引 数 の 説明 中 、 BL、 BH の 部 分 を 以下 の よう に 修正 


BL,BH: 表示 位置 NUM_STORE 非 指定 時 ) 
DS:BX: 文字 列 を 格納 する バッ フ NUM_STORE 指 定時 


ュ ン 


・ 機能 詳細 、 フォ ー マ ッ ト 表 の 後ろ の 一 文 を 以下 の よう に 修正 


誤 「 DS:SI か ら の バッ ファ に 」 
正 :「 DS:BX か ら の バッ ファ に 」 


弄 P122: P122 ANK フ ォ ン ト 設定 の リセ ッ ト の 追加 


・ B.2.22 の 後に 次 の 項目 の 追加 
B.2.23 1 バイ ト 文字 フォ ント リセ ッ ト : text_reset_ank_font() 


・void near text_reset_ank_font0): 


シス テム が 提供 する ANK フ ォ ン ト を 利用 する よう に 設定 を 初期 化し ます 。 


画 P123: P123: KEY PRESS_CHECK の 説明 追加 

・B.3.2 の 前 に 次 の 文章 を 追加 

KEY_PRESS_CHECK を 呼び 出す と 、 FreyaBIOS の 内 部 ワー クエ リア に 保持 し て ある キー 押 
下 状態 が 更新 され ます 。 この ワー クエ リア は KEY_HIT_CHECK な ど 、 他 の 機能 で も 参照 する た 
め 、KEY_PRESS_CHECK を 呼び 出し た 後に KEY_HIT_CHECK を 呼び 出す と 、 正しい 結果 
が 得 ら れ ま せん 。 
画 P130 P131: ボイス モー ド の 音量 設定 機能 の 追加 

・B.4.15 の 後に 次 の 項目 の 追加 
B.4.16 ボイス モー ド 出力 レベ ル の 設定 : sound_set_voice_volume() 


・void near sound_set_voice_volume(unsigned left unsigned right): 
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ボイス モー ド 時 の 出力 レベ ル を 設定 し ます 。 

設定 可能 な 出力 レベ ル は 3 段階 で 、 sound_set_voice_volume() 関 数 の 引数 、 left、 right と し 
て それ ぞ れ 左 チ ャ ン ネ ル 、 右 チ ャ ン ネ ル の 出力 レ ベル を 対応 する シン ボル sys/sound.h に て 定 
義 ) で 指定 し ます 。 

シン ボル と 出力 レベ ル の 対応 は 以下 の と お り で す 。 


シン ボル 出力 

SOUND_VOICE_MUTE 無音 

SOUND_VOICE_HALF 1/ 倍 音量 ボイス デー タ を 1 ビッ ト 右 に シフ ト し て 再生 ) 
SOUND_VOICE_FULL 1 倍音 量 


B.4.17 ボイス モー ド 出力 レベ ル の 取得 : sound_get_voice_volume() 
・unsigned near sound_get_voice_volume(): 
ボイス モー ド 時 の 出力 レベ ル を 取得 し ます 。 現在 設定 され て いる 左右 の 出力 レベ ル が bit3、 2 
お よび 1、 0 の 各 2 ッ ト ずつ に 返り ます 。 
左 チ ャ ン ネ ル の 出力 レベ ル を 知り た い 場 合 、 具体 的 に は 、 結果 を 2 ピッ ト 右 に シフ ト し ます 。 


left_ volume = sound_get_voice_volume() >> 2: 


また 、 右 チ ャ ン ネ ル の 出力 レベ ル を 知り た い 場 合 に は 、 結果 の 最 下 位 2 ビッ ト の み を 取り 出し ま 
す 。 


right_volume = sound_get_voice_volume() & 3: 


画 P131: P132 シリ アル 通信 エラ ー ク リア の 説明 追加 


ー「 シリ アル 通信 機能 を 停止 し ます 。」 の 後に 次 の 文章 を 追加 
COMM_CLOSE に 続い て COMM_OPEN す る こと で エラ ー を クリ ア で きま す 。 


画 P139: P140: 割り 込み 関連 シン ボル 表 の ヘッ ダフ ァイル と の 不 整 貸 AL=5) 


AL シン ボル 説明 

0 SYS_INT_SENDREADY シリ アル 送信 デー タ ・ エン プティ 
1 SYS_INT_KEY キー 割り 込み 

2 SYS_INT_CASETTE カセ ッ ト 割り 込み 

3 SYS_INT_RECEIVEREADY シリ アル 受信 デー タ ・ レデ ィ ー 
4 SYS_INT_DISPLINE 描画 ライ ン 番号 検知 割り 込み 
5 SYS_INT_VBLANK_COUNTUP VBLANK タ イマ ー・ カウ ント 終了 
6 SYS_INT_VBLANK VBLANK 期 間 開 始 

7 SYS_INT_HBLANK_COUNTUP HBLANK タ イマ ー・ カウ ント 終了 
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正 : 
AL シン ボル 説明 
0 SYS_INT_SENDREADY シリ アル 送信 デー タ ・ エン プティ 
1 SYS_INT_KEY キー 割り 込み 
2 SYS_INT_CASETTE カセ ッ ト 割り 込み 
3 SYS_INT_RECEIVEREADY シリ アル 受信 デー タ ・ レデ ィ ー 
4 SYS_INT_DISPLINE 描画 ライ ン 番号 検知 割り 込み 
5 SYS_INT_VBLANK_COUNTUP VBLANK タ イマ ー・ カウ ント 終了 

( SYS_INT_TIMER_COUNTUP) 
6 SYS_INT_VBLANK VBLANK 期 間 開 始 
7 SYS_INT_HBLANK_COUNTUP HBLANK タ イマ ー・ カウ ント 終了 


画 P140: P141: VBLANK を 1 回 待つ 方 法 の 追加 
「 約 1 秒 に 相当 し ます 。」 の 後に 次 の 文章 を 追加 


ウエ イト 時 間 を 1 に 設定 する こと で 、 簡単 に VBLANK 1 回 を 待つ こと が 出来 ます 。 


画 P151: P152 mkfent の -r、 -: オ プシ ョ ン 追加 
・「 usage: mkfent -f フ ァイル .… ファ イル 形式 を 変換 し ます 。」 を 次 の よう に 変更 
usage: mkfent f フ ァイル 
また は 
usage: mkfent -r WonderWitch 転 送 形 式 フ ァイル 


usage: mkfent -i WonderWitch 転 送 形 式 フ ァイル 


1 番目 の 書式 で は 、 情報 ファ イル に 基づい て ファ イル 形式 を 変換 し ます 。 2 番目 の 書式 で は 、 デ 
フォ ルト の 設定 に 基づい て 、 フ ァイル 形式 を 変換 し ます 。 3 番目 の 書式 で は WonderWitch 転 送 
式 フ ァイル に 含ま れ て いる ファ イル 本 体 を 取り 出し ます 。 4 番目 の 書式 で は WonderWitch 転 送 
式 フ ァイル に 含ま れ て いる ファ イル 情報 を 表示 し ます 。 


べべ べべ ざ 


田 P153: P154: bmpcnv の -p オ プシ ョ ン 追加 
・-e オ プシ ョ ン の あと に 次 の オプ ショ ン を 追加 
-D パレ ッ ト カラ ー 指 定 
画 P153: P154: bmpcnv の パレ ッ ト カラ ー 説 明 の 追加 


・C.2.6 の あと に 次 の 項目 を 追加 
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C.2.7 パレ ッ ト カラ ー 指 定 


” -p7530" の よう に 、 palette_set_color0 で 与え る 色情 報 を 直接 指定 し ます 。 各 桁 は 0 白 ) て 7 
( 黒 ) の 階 調 で す 。 数 値 は 左 か ら 、11 10 01 00 の 各 ビ ピク セル に 相当 し ます 。 


一 P163: P163: date コ マン ド の 拡張 


・ コ マン ド 書式 を 次 の よう に 変更 


旧 :「 date [<SP> < 日 付 時 間 >] < 改行 >」 
新 :「 date [<SP> < 日 付 時 間 > [<SP> < 曜日 >]] < 改行 >」 


・ 次 の パラ メー タ を 追加 


「 < 曜日 > 0 て 6 の 数 値 ※0 は 日 曜日 、 6 は 土曜 日 」 


田 P168: P168: date コ マン ド の レス ポン ス デ ー タ フォ ー マ ッ ト の 拡張 
・date の レス ポン ス デ ー タ フォ ー マ ッ ト を 次 の よう に 変更 


旧 :「 YYYY-MM-DD hh:mm:ss」 
新 :「 YYYY-MM-DD hh:mm:ss w」 
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